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全力でコースを駆け抜ける選手

署名した協定書を手にする木山市長と前田支店長（右）

　

８
月
20
日
、
道
後
山
高
原
ク
ロ
カ

ン
パ
ー
ク
で
、「
第
23
回
ひ
ろ
し
ま
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
」
を
開
催
し
、

６
１
６
人
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
激

し
い
芝
生
の
コ
ー
ス
で
健
脚
を
競
う
も

の
で
、
毎
年
全
国
か
ら
多
く
の
選
手
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
参
加
者
を
県
内
在
住
者
、
県
内
に

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
に
限
定
し
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
部
か

ら
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
部
ま
で
の
５
種

目
34
部
門
に
分
か
れ
、
小
学
生
か
ら

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
ま
で
幅
広
い
ラ
ン

ナ
ー
が
全
力
で
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
ま

し
た
。

　

選
手
は
、
西
城
町
に
広
が
る
中
国
山

地
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
も
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
、
自
己
新
記
録
を
出
し

た
人
も
い
ま
し
た
。
ま
た
、
選
手
同
士

で
の
交
流
も
深
め
ら
れ
、
実
り
の
あ
る

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
と
大
塚
製
薬
株
式
会
社
は
８
月

25
日
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
地

域
活
性
化
、
地
域
住
民
の
課
題
解
決

を
図
る
た
め
の
相
互
協
力
を
目
的
と

し
た
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

締
結
式
で
、
同
社
広
島
支
店
の

前ま
え
だ田
朋と

も
あ
き明
支
店
長
は
「
当
社
の
有
す

る
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
市

と
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
市

民
の
皆
様
の
健
康
的
な
生
活
の
実
現

に
寄
与
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
我
々
が
得
意
と
し
て
い
る
熱
中

症
予
防
な
ど
具
体
的
な
提
案
を
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
、
木
山
市
長
は

「
市
民
の
誰
も
が
健
康
で
、
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
庄

原
市
の
実
現
に
向
け
、
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
け
る
こ
と
に
大
き
な
期

待
を
寄
せ
て
お
り
、
大
変
う
れ
し
く

思
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

力を出し切り全力疾走
第 23回ひろしまクロスカントリー大会

生涯
学習課

市の健康増進の取り組みに協力
大塚製薬株式会社と包括連携協定を締結

行政
管理課

　

8
月
15
日
、
庄
原
市
総
合
体
育
館
で

「
令
和
４
年
度
庄
原
市
二
十
歳
を
祝
う

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
平
成
14
年
４
月
２
日
～
平

成
15
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
が
対

象
で
、
市
内
在
住
者
お
よ
び
出
身
者

２
８
８
人
の
う
ち
１
５
７
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
木
山
耕
三
市
長
が
「
ふ

る
さ
と
庄
原
へ
の
思
い
を
持
ち
続
け
、

新
た
な
可
能
性
に
満
ち
た
将
来
に
向

か
っ
て
、
大
き
く
飛
躍
し
て
ほ
し
い
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
20
歳
の
皆
さ
ん
を
代
表
し

西に
し
の野
薫か

お
るさ
ん
が
「
庄
原
で
学
び
育
っ
た

こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
こ
れ
か
ら
も
人

と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
、
各
々
が
選

ん
だ
道
を
し
っ
か
り
歩
ん
で
い
き
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

記
念
行
事
で
は
、
中
学
３
年
生
の
と

き
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
映
像
が
上
映

さ
れ
、
出
席
者
は
懐
か
し
そ
う
に
笑
顔

を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
の

森も
り
し
ま島
司つ

か
さ

選
手
、
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の

上う
え
も
と本
崇た

か
し司
選
手
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
上
映
さ
れ
、両
選
手
か
ら「
応

援
し
て
く
れ
る
家
族
や
友
人
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
自
分
の
可
能
性

を
信
じ
て
一
歩
ず
つ
前
に
進
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

人生の節目を祝う
令和４年度庄原市二十歳を祝う会

生涯
学習課

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

こ
ん
な
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に

こ
ん
な
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に

ご
注
意
を
！

ご
注
意
を
！

注
文
前
に
最
終
確
認
！  

定
期
購
入
の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

不
安
に
感
じ
た
り
、ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
た
り
し
た
と
き
は
、「
庄
原
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
」へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
２
８

月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

９
時
～
12
時
、13
時
～
16
時

詐
欺
的
な
定
期
購
入
ト
ラ
ブ
ル
に　
　

あ
わ
な
い
た
め
に

消
費
生
活
Ｑ
＆
Ａ

　

通
販
サ
イ
ト
な
ど
で
「
１
回
目
90
パ
ー
セ

ン
ト
オ
フ
」「
初
回
実
質
０
円
（
送
料
の
み
）」

な
ど
、
通
常
価
格
よ
り
低
価
格
で
購
入
で
き

る
こ
と
を
広
告
す
る
一
方
で
、
定
期
購
入
が

条
件
と
な
っ
て
い
る
商
品
に
関
す
る
相
談
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
１
日
に
、
改
正
特
定
商
取
引
法
が
施

行
さ
れ
、
販
売
業
者
は
基
本
的
な
事
項
を
最

終
確
認
画
面
な
ど
で
、
明
確
に
表
示
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
消
費

者
を
誤
認
さ
せ
る
よ
う
な
表
示
に
よ
り
、
申

し
込
み
を
し
た
場
合
は
、
消
費
者
が
取
り
消

し
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

事
前
に
し
っ
か
り
確
認
す
る
こ
と
で
ト
ラ

ブ
ル
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

注
文
前
の
最
終
確
認　
　
　
　
　
　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

　

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
よ
う
、
商
品
を
申

し
込
む
前
に
次
の
６
点
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

□
条
件
の
確
認

　
「
初
回
特
別
価
格
」「
〇
カ
月
コ
ー
ス
」「
〇

回
の
受
け
取
り
が
条
件
で
す
」
な
ど
と
表
示

さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

□
支
払
う
金
額
の
確
認

　

２
回
目
以
降
の
代
金
は
、
初
回
の
代
金
と

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

□
解
約
の
際
の
連
絡
手
段
を
確
認

　

解
約
手
段
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
ア
プ
リ
や
電
話

に
限
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
解
約
し
た
い

と
き
に
う
ま
く
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

□
解
約
・
返
品
条
件
の
確
認

　
「
次
回
商
品
発
送
の
〇
日
前
ま
で
に
連
絡

す
れ
ば
解
約
で
き
る
」
な
ど
、
解
約
の
期
限

や
解
約
時
の
違
約
金
、
解
約
条
件
が
あ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

□
利
用
規
約
の
内
容
を
確
認

□「
最
終
確
認
画
面
」を
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ

ト
で
保
存

　

申
し
込
み
を
取
り
消
す
際
の
参
考
に
な
る

た
め
、
保
存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

戦
没
者
に
哀
悼
の
意
を
表
し
、
恒
久
平
和

を
祈
念
す
る
「
令
和
４
年
度
庄
原
市
戦
没
者

追
悼
式
並
び
に
平
和
祈
念
式
典
」
を
８
月
17

日
、庄
原
市
総
合
体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
規
模

を
縮
小
し
て
行
い
、
遺
族
ら
74
人
が
本
市
出

身
の
戦
没
者
２
９
２
３
人
の
冥
福
を
祈
り
ま

し
た
。

　

式
辞
で
木
山
市
長
は
「
過
去
の
悲
惨
な
大

戦
が
も
た
ら
し
た
痛
み
、
苦
し
み
、
悲
し
み

の
歴
史
的
教
訓
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

本
式
典
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通

じ
て
平
和
の
尊
さ
を
訴
え
続
け
、
次
代
を
担

う
若
者
や
子
ど
も
た
ち
に
継
承
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
、
庄
原
市
戦
没
者
遺
族
会
の

井い
ざ
わ澤
聖ま

さ
あ
き昭
会
長
は
「
戦
争
体
験
者
・
戦
没
者

遺
族
を
代
表
し
、
平
和
を
切
望
す
る
。
戦
没

者
の
安
ら
か
な
ご
冥
福
を
心
よ
り
祈
り
、
庄

原
市
の
安
泰
と
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
安
全

な
日
々
が
続
く
こ
と
を
願
う
」
と
追
悼
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
野
中
学
校
生
徒
代
表
の
奥お

く
だ田

真ま

お央
さ
ん
と
種た

ね
も
と元
幸こ

う
せ
い星
さ
ん
が
「
私
た
ち
は

お
互
い
の
違
い
を
認
め
合
い
、
相
手
の
気
持

ち
を
考
え
行
動
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
平
和
の
町
を
私
た
ち
が
つ
く
っ
て
い
き
ま

す
」
と
平
和
の
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
会
場
内
に
は
市
内
の
小
・
中
学
校
な

ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
折
り
鶴
や
、
平
和
の
パ

ネ
ル
を
展
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は

９
月
13
日
か
ら
20
日
ま
で
市
役
所
本
庁
舎
の

市
民
ホ
ー
ル
で
も
展
示
す
る
予
定
で
す
。

恒久平和を願って
令和４年度庄原市戦没者追悼式並びに平和祈念式典

社会
福祉課

追悼の言葉を述べる井澤会長平和の誓いを述べる奥田さん（手前）と種元さん参列者による献花

決意を述べる西野さん お祝いの言葉を聞く出席者の皆さん 同じ出身中学校の友人で記念写真
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地域で移住促進を考える
　西城みらいミーティング・7/27

　西城自治振興センターで「西城みらいミーティン
グ」が開催されました。これは庄原青年会議所と地域価
値向上委員会が中心となり発足した“組織の垣根を越
え地域を巻き込んだ活動を行うチーム「西城みらいラ
ボ」”が主催するイベントです。
　イベントでは、庄原市、雲南市、広島県の担当者が、移
住定住に関する施策の実施状況や成果、地域で重視し
ていることなどを説明しました。また、実際に庄原市に
移住した人から、移住に至った経緯や魅力に感じてい
ること、不便なところなどを話しました。
　参加者は「移住した人にはこんなにも地域の自然が
美しく見えるとは知らなかった」と話し、イベントを通
して新しい発見があった様子でした。

更生とは何か
　「社会を明るくする運動」庄原市推進大会・7/27 №3
　庄原市ふれあいセンターで、「社会を明るくする運動」
庄原市推進大会が開催されました。「社会を明るくする
運動」は、犯罪や非行の防止と犯罪や非行をした人た
ちの更生について理解を深めるための運動です。
　当日は山

や ま だ

田浩
こ う じ

司広島保護観察所長から木山耕三市長
へ、内閣総理大臣による同運動の推進メッセージが伝
達されました。
　その後、罪を犯した人の社会復帰を支援している
山
やまもと

本晃
こ う じ

二さんの講演会が行われ、受刑者の社会復帰に
関する活動や、罪を犯した人と接する際の心掛けにつ
いて紹介されました。
　参加者は「更生とは何かを改めて考えるきっかけと
なった」と話しました。

▲講演する山本さん▲各自治体の担当者が移住定住施策について議論

№4

高野を満喫東城の夏の風物詩
　日帰りキャンプ in 高野・8/9　第 20 回東城遊夏祭・8/13

　高野地域自治振興区連絡協議会が、ふるさと村高暮
で「日帰りキャンプｉｎ高野」を開催し、町内の小学
１年生から中学１年生までの 18 人が参加しました。
　晴天に恵まれたこの日、９時に会場に集合した参加
者は、１時間ほど夏休みの宿題をした後、施設の前を
流れる神野瀬川で、水浴びや飛び込み、魚探しなど、
川遊びを楽しみました。
　午後からは、窯を使ってのピザ焼きやスイカ割り、
キャンプファイヤーをして、会場ににぎやかな声が響
いていました。
　参加者は、「川の水が冷たくて、とても気持ちがよ
かった。来年もまた参加したい」と話しました。

　東城小学校グラウンドで「第 20 回東城遊夏祭」が
開催されました。
　当日は、揚げたこ焼きやガレットなどたくさんの夜
店が並び、来場者は食事をしたり金魚すくいを楽しん
だりと、３年ぶりの祭りを満喫しました。
　ステージイベントでは月

つ き や ま

山翔
しょううん

雲 with 泉
い ず み だ

田文
あ や か

佳など
の４組が、歌や演奏を披露し会場を盛り上げました。
　またフィナーレでは約 1,000 発の花火が打ち上げ
られ、東城の夏の夜空を鮮やかな光で彩りました。
　参加者は「３年ぶりの開催を楽しみにしていた。花
火も見れて良かった」と話し、東城の夏の風物詩を心
ゆくまで楽しんでいました。

№1№2

▲ステージイベントも大盛り上がり ▲神野瀬川で川遊び

読み聞かせの練習をする児童

全国大会へ出場する皆さん

参加者全員で集合写真

水路探検を楽しむ参加者

　

７
月
21
日
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階

市
民
ホ
ー
ル
で
、
広
島
県
代
表
と
し

て
全
国
大
会
へ
出
場
す
る
人
を
対
象

に
、
壮
行
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

壮
行
式
で
は
、
大
原
直
樹
副
市
長

と
近
藤
久
子
市
議
会
議
長
が
激
励
の

あ
い
さ
つ
を
行
い
、
牧
原
明
人
教
育

長
か
ら
、
出
場
者
に
祝
い
金
と
花
束

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
場
者
代
表
と
し
て
、「
第

12
回
全
日
本
少
年
軟
式
野
球
大
会
選

抜
大
会
（
び
わ
こ
カ
ッ
プ
）」
と
「
第

39
回
全
日
本
少
年
軟
式
野
球
大
会
」

に
出
場
す
る
口
和
中
３
年
の
松ま

つ
な
が永

謡う
た
いさ
ん
が
「
広
島
県
代
表
、
庄
原
市

の
代
表
と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
、
悔

い
の
残
ら
ぬ
よ
う
力
を
発
揮
し
ま

す
」
と
力
強
い
決
意
表
明
を
述
べ
、

大
会
で
の
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

　

市
は
、
市
内
小
学
５
・
６
年
生
の
希
望
者
を

対
象
に
「
子
供
司
書
」
養
成
講
座
を
行
っ
て
い

ま
す
。「
子
供
司
書
」
は
、
学
校
や
図
書
館
で

読
書
の
楽
し
さ
を
伝
え
、
友
達
に
読
書
を
好
き

に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
活
動
す
る
、
読
書

活
動
推
進
リ
ー
ダ
ー
で
す
。

　

本
年
は
15
人
の
児
童
が
受
講
し
、
７
月
23
日

に
第
1
回
目
の
講
座
を
行
い
ま
し
た
。
講
座
で

は
、
図
書
の
分
類
方
法
に
つ
い
て
の
学
習
や
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
ポ
ッ
プ
作
り
な
ど
を
行

い
、
児
童
は
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

児
童
は
「
学
校
で
１
年
生
に
読
み
聞
か
せ
を

し
て
あ
げ
た
い
」「
本
を
好
き
に
な
る
よ
う
な

工
夫
を
し
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

講
座
は
12
月
ま
で
行
わ
れ
、
図
書
館
業
務
の

体
験
や
、
各
学
校
で
の
読
み
聞
か
せ
、
お
す
す

め
本
の
コ
ー
ナ
ー
作
り
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま

す
。
活
動
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
県
教
育
委
員
会

か
ら
「
子
供
司
書
」
の
認
証
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
、「
子
供
司
書
」
と
し
て
の
活
動
が
始
ま

り
ま
す
。

いざ！全国大会へ
全国大会壮行式

生涯
学習課

子どもの読書活動推進リーダーを育成
「子供司書」養成講座

教育
指導課

　

８
月
20
日
、
庄
原
市
芸
備

線
・
木
次
線
利
用
促
進
協
議
会
が

「
ロ
ー
カ
ル
ダ
イ
ブ
ト
レ
イ
ン
」

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
は
、Ｊ
Ｒ
芸
備
線
・

木
次
線
の
利
用
促
進
と
新
た
な
観

光
ス
タ
イ
ル
の
確
立
を
目
指
し
た

企
画
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
観
光
地

を
巡
る
観
光
で
は
な
く
、
地
域
の

日
常
や
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
の
心

に
触
れ
る
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
て

お
り
、
地
元
の
人
と
の
交
流
を
通

し
て
、
よ
り
深
く
「
地
域
」
に
踏

み
込
む
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
芸
備
線
の
貸
切
列
車

に
乗
っ
て
、
広
島
市
と
呉
市
か
ら

30
人
の
参
加
者
が
庄
原
市
へ
訪
れ

ま
し
た
。

列車に乗って地域に飛び込もう！
「ローカルダイブトレイン」モニターツアー

いちばん
づくり課

　

参
加
者
は
５
つ
の
コ
ー
ス
に
分

か
れ
、
備
後
庄
原
駅
、
備
後
西
城

駅
、
比
婆
山
駅
、
備
後
落
合
駅
の

各
駅
で
下
車
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

そ
れ
ぞ
れ
帝
釈
峡
、
比
和
町
三
河

内
、
西
城
町
八
鳥
、
西
城
町
熊

野
、
西
城
町
油
木
に
向
か
い
、
各

地
域
で
の
体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、「
列
車
か
ら
景
色

を
ゆ
っ
く
り
見
ら
れ
た
」「
体
験

し
て
初
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
が
多
い
と
分
か
っ
た
」「
棚

田
の
開
放
感
が
気
持
ち
よ
か
っ

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
を
生
か
し
、
さ

ら
な
る
鉄
道
の
利
用
促
進
や
観
光

振
興
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。


